
相続・贈与・事業承継が専門です。

相続財産は他の相続人が全て相続します。
相続放棄は必要ですか？

息子に株を渡したいと考えていますが、まだすべてを任せるのは不安です。
なにかいい方法はありませんか？
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真ん中の□に漢字を⼊れて、⼆字熟語を４つ
作ってみましょう︕
ただし熟語は⽮印の⽅向に読みます。

※ 正解は次号資産税NEWSにて発表いたします。

今月の
クイズ

？

今月のお知らせ

※ 前号（No.137 平成29年8⽉号）の解答は【集】でした。

①⾼→□ ②時→□
③□→度 ④□→達 の4つの⼆字熟語が出来ます。

達
↓

↓

→ →時

高

度
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税理士 江後慎太郎

相続⼈は、⾃⼰のために相続の開始があったことを知った時から3ヶ⽉以内に
相続の単純承認、限定承認、相続放棄のいずれかを選択しなければなりません。

限定承認⼜は相続放棄を選択する場合には家庭裁判所で⼿続きをする必要があ
ります。

相続財産が[プラス財産＜マイナス財産]の場合には、相続放棄が有効となりま
す。相続⼈が⽗の借⾦などの債務を免れる⽅法です。もちろんプラスの財産も
放棄することになります。

仮に相続⼈2⼈のうち1⼈がプラスの財産とマイナスの財産を全て引き受けると
する遺産分割協議が成⽴したとしても、マイナス財産（債務）については法定
相続分に従って分割された額を負担することとされています。

債務負担については法定相続分とは違う割合で相続しても、それは各相続⼈の
間でのみ有効となるだけで債権者には主張出来ません。

また遺⾔で債務承継の割合が指定されている場合であっても、その遺⾔に拘束
されるのは相続⼈だけであり、債権者には主張できないことになります。

対外的に債務負担を免れる場合には、他の相続⼈が債務全額を引き受けること
について債権者の承諾を得ておく必要があります（免責的債務引受契約）。

債務額が不明である場合や免責的債務引受契約を結ぶことが出来ない場合には、
相続開始3ケ⽉以内に相続放棄をしておく必要があります。

01 今月のトピックス

借金などのマイナス財産（債務）は相続人が共同で
相続することになります。

相続財産は他の相続人が全て相続します。
相続放棄は必要ですか？ Q

種類株を使って対応する事ができます。

息子に株を渡したいと考えていますが、まだ全てを任せる
のは不安です。なにかいい方法はありませんか？
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課長 牧本

02 連載！事業承継のススメ

「会社はすでに⻑男に継がせたけど、どうしても⼼配で…。でも、もう株式も渡して
しまったからなぁ」

先代の⼼配をよそに、後継社⻑も少しの失敗はしながらも経営者としての能⼒を⾼め
て成⻑していくに違いありません。もちろん⼩さな失敗なら笑い話で済みますが、会社
の屋台⾻を揺るがすようだと黙ってはいられません。

先代経営者としては、できるなら⾃分の⼒で何とか回避してあげたいところです。
そんなケースを想定した種類株の⼀つが、「⻩⾦株」です。⻩⾦株は、会社の通常業務
での議決権を除き、会社にとって重要な決定事項に関してのみ議決権に⼒を及ぼし、拒
否権を発動することができる、まさに⻩⾦の株です。

⻩⾦株を１株発⾏し、通常２〜３年間ぐらい後継者の後⾒⼈的な⽴場で、合併など会
社の重要な議決にのみ介⼊します。

＜⻩⾦株は取り扱いに注意︕＞
⻩⾦株は事業承継する際、オーナーの気持ちの整理の付け⽅としても役⽴ち、事業承

継向きの株式といえます。⻩⾦株の相続税評価額は、通常の株式と変わりません。
拒否権を発動できる事項は、あらかじめ決めておきます。会社を解散する、会社を合

併させるなど、会社の屋台⾻を根元から変えるようなものに限定します。

例えば「⻩⾦株をもっている株主からの承認がなければ○○できない」とか、株式の
定款規定なら「取締役の選任権について⻩⾦株の株主の承認を受けなければならない」
といったことを明記しておくのです。

⻩⾦株のトラブルとしては、オーナーの死亡後⾏⽅不明だった⻩⾦株が
甥の⼿に渡り、後継者が慌てて買い取ろうとしたら「プレミアを付けて買
い戻してほしい」と要求されることもあります。

⻩⾦株は徹底した管理と、オーナーの死亡後は会社が買い取る
といった契約を結ぶこともリスク回避には必要です。


